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女の子の問題は、みんなの問題 

本学学生が啓発活動やピンク・レモネード販売等を実施 

10 月 11 日「国際ガールズ・デー」への取り組み 
 
明治学院大学では、10 月 11 日の「国際ガールズ・デー」に向けて、社会福祉学科生とボランティアセンター学生メン

バーが活動を展開中です。国連が定めた「国際ガールズ・デー」では、「女の子の権利」や「女の子のエンパワーメント」

をめざし、広く国際社会に呼びかける活動が世界各地で行われています。 

本学では、国際 NGOプラン・インターナショナル様のご協力もいただきながら、下記の活動を展開していきます。 

ぜひ取材をしていただきたくお願いいたします。 

 

■社会学部社会福祉学科 明石留美子教授 3 年次ゼミ  ～イベントでの啓発活動等を展開 

明石留美子教授は、開発途上国での福祉的支援のあり方や、女性のウェルビーイングとワーク・ライフ・バランスの

研究に取り組んでおり、演習（3年次ゼミ）を履修する 15 名の学生たちは、SDGs の 5 番目の目標「ジェンダー平等」の

実現を目指して、「国際ガールズ・デー」の活動に取り組んできました。途上国の問題にとどめず、身近な自分たちにか

かわる問題と考えています。 

 

① プラン・インターナショナル理事長への取材 

9 月 4日、プラン・インターナショナル理事長の池上清子様へのインタビュー

を学生たちが行いました。本学社会学部Web サイト（社会福祉学科ページ）

に全文を掲載予定です。http://soc.meijigakuin.ac.jp/hukusi_gakka/ 

 

② イベントでの啓発（アドボカシー）活動 

「国際ガールズ・デー」について啓蒙（アドボカシー）活動ができるイベントを

学生たちが探し、8 月 25 日には「大森音楽の広場」でブースを出展しました。

ブースで話を聞いてくださった方には、大きな布に手形をいただきました。 

10 月 21 日開催の「港区地域福祉フォーラム」にも出展予定です。 

 

③ 社会学部研究発表会での発表 

12 月 8 日に「日本に潜む女性不平等」について研究発表を行います。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 2 枚目に続きます。 
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■ボランティアセンター「海外プログラム事業部」 ～メッセージ付ピンク・レモネードを販売！ 

本学の教育理念“Do for Others”を体現するボランティアセンターは、全国の大学に先駆けて設立され、今年20周年

を迎えます。海外に関わる活動を展開する「海外プログラム事業部」に所属する学生たちは、毎年、「国際ガールズ・デ

ー」の啓発活動に取り組んできましたが、今年は活動を拡大し、「国際ガールズ・ウイーク」（10 月 8日～12日）として、

次のイベント等を実施します。 

 

① ピンク・レモネードを学内で販売 

期間中、学生がデザインしたラベルがつ

いたカップ、ピンクのストロー、メッセージ

カードを用意し、横浜キャンパスのインタ

ーナショナルカフェでピンク・レモネードを

販売します（税込 150 円）。売上金の一部

を、国際 NGOプラン・インターナショナル

を通じて、バングラデシュの「少数民族の

女性たちの収入アップ」プロジェクトに寄

付します。購入した学生たちのメッセージ

を募る予定です。 

 

② 外貨募金 

旅行の後持ち帰り、両替できない外貨を、横浜キャンパスのボランティアセンターで回収し、プラン・インターナショナル

に寄付します。 

 

③ 国際ガールズ・デーに関する書籍展示 

横浜キャンパスの図書館 1階で学生が選んだ書籍を展示します。 

 

④ 装飾やインスタグラムでの広報 

ボランティアセンターをピンクに装飾し、インスタグラムの「ストーリー」等で日々の活動を発信。「国際ガールズ・デー」を

まだ知らない学生の啓蒙に努めます。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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